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(口頭 ･ポスター発表,依顧講演)

堀浩 ･佐藤敬久 ･小野正人 ･佐々木正己 ･松香光

夫 ･東岸和明 ･石山忠之.マルハナバチ属が生産

するオリゴ糖.第 19回糖質シンポジウム.

松番光夫.花粉媒介昆虫概説.平成 9年度技術交流セ

ミナー ｢施設栽培における花粉媒介昆虫の利用をめ

ぐる諸問題｣.(礼)農林水産技術情報協会.pp.1-6.

松香光夫.プロポリス研究のこれまでとこれから.プ

ロポリス研究者協会プロポリス学術講演会講演.

松番光夫.プロポリスとローヤルゼリーの働き.ウイ

ング健康フォーラム講演.

松香光夫. ミツ/ヾチにとってローヤルゼリーの意義.

全国ローヤルゼ リー公正取引協議会社団法人設立

10周年記念講演.



松香光夫 ･兼高秀 ･佐々木正己 ･小野正人.マルハ

ナバチの生育に必要な花粉とその成分,日本花粉

学会第 38回大会講演要旨.p.18.

Nakamura.J.,H.OsawaandM.Matsuka.Uti-
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mellifera.35thlntnl.Apic.Congr.p.103.

中村 純.ミツバチが創るプロポリスの驚異.プロポ

リス研究者協会プロポリス学術講演会講演 (熊本

会場).

中村 鈍. ミツバチの贈り物-ローヤルゼリーとプ

ロポリス.ウイング健康フォーラム講演.

新島恵子.低コスト飼料によるナミテントウの省労

力飼育.第 7回天敵利用研究会講演.

小野正人.ポリネ一夕ー昆虫の管理と利用-特に日

本産マルハナバチの室内飼育と花粉媒介能.日本
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小野正人.マル-ナバチの利用をめぐる最近の話題.
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ッシュ研修会講演.

小野正人.生物多様性と生物産業 :マルハナバチの

場合.E7本計量生物学会主催第 5回計量生物セミ
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第 44回El本生態学会大会.p 3.
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年度技術情報交流セミナー ｢施設栽培における花
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佐々木正己 光の中で生きる.ワタリウム美術館講演.

佐々木正己 ミツバチの社会性機構における制御.材
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吉田忠晴. ミツパテの飼養衛生管理及び-チミツの

癖性について.沖縄県農林水産部畜産課養ほう振

興推進講演会.

吉田忠晴.ミツバチの交尾行動と病虫害対策.群馬県
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会第 16回大会発表要旨.p 18.
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浅田真一 ･小野正人.日本産マルハナバチの実用

化に向けてⅢ-コロニーサイズと新女王蜂生産

47

性について-.p.8.

市川直子 ･佐々木正己 ･小畑博美知 ･最上怒胤

ダンスから解析 した東京都心におけるミツバチ

の採餌エリア.p.170.

伊藤充 ･小野正人.導入種セイヨウオオマルハナ

バチが日本在来種マル-ナバチに与える影響.

p.162.

木村 澄 ･天野和宏 ･芳山三善雄 ･松香光夫 ･中

村純 ･S.Deowanish. ニホンミツバチ (Apis

ceranajapomca)の亜種内変異についてⅢ.ミト

コンドリアDNA CO-刀-tRNALeu間の塩基配列

の解析. p.202.

光姐雅宏 ･小野正人.マル-ナバチの生殖個体生

産メカニズムについて-オオマル-ナバチにお

けるコロニーモード変換モデルⅠ一.p.175.

門田憲明 ･佐々木正己.セイヨウオオマル-ナバ

チの雄の概日活動 リズム.p.177.

新島恵子 ･植木久美子 ･探滞牧子.アプラムシ寄

生蜂,Aphidiuscolemaniの寄生生憩 p.22.

小野正人 ･光畑雅宏 ･鈴木優子 ･鷺谷いづみ.エ

ゾトラマルハナバチの室内増殖法の検討一絶滅

危倶植物サクラソウのポリネークーセラピー.

p 177.

笹川浩美 ･松山茂 ･山岡亮乎 ･佐々木正己.キン

リョウへンラン(金稜辺蘭)の花の香りとニホン

ミツバチの情報化学物質 (Ⅲ).p.87.

佐藤敬久 ･小野正人 ･佐々木正己 ･松番光夫 ･堀

浩.マル-ナバチ蜂蜜の特性 と生成過程.p.

116.

Deowanish,S.･中村純 ･松香光夫 ･木村澄. ト

ウヨウミツバチのミトコンドリアDNA多型.p.

202.

鈴木俊子 ･小野正人.日本産マル-ナバチの周年

飼育法に関する研免 p.9.

吉田忠晴 ･小原慎司 ･佐々木正己 巣箱内光周処

理によるミツパテの交尾飛行時刻の制御.p.

176.

テレビ･ラジオ出演

NHK総合テレビ.｢おはようEl本｣帰化バチで生態系

に影響,2月 13日放映.出演 二小野正人.

SBS静岡放送.｢うわさのワイド｣ ミツバチの生態,

2月18日放送.出演 :吉田忠晴.

TBSテレビ.｢はなまるマーケット｣蜂蜜,3月 17

日放映.出演 :松香光夫.

NHK総合テレビ.｢おはよう日本｣都市で増えるスズ

メバチ,5月 16日放映.出演 :小野正人.

NHK総合テレビ.｢-イビジョンでこんにちわ｣スズ

メバチの発生と天候,6月 10El放映.出演 :小野

正人.

NHK教育テレビ.｢しぜんとあそばう｣みつばち,6

月 19日放映.出演 :吉田忠晴.
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NHK総合テレビ.｢クイズ日本人の質問｣ミツパチの

扇風行動,5月25日放映.出演 :吉田忠情.

NHK総合テレビ.｢生活ほっとモーニング｣都会の毒

虫,7月4日放映.出演 二小野正人.

TBSテレビ.｢花まるマーケット｣夏は危険 !-チか

ら身を守る方法,8月 14日放映.出演 :小野正人.

TBSテレビ. ｢ニュースの森｣ スズメバチ撃退作戦,

8月27日放映.出演 :小野正人.

フジテレビ.｢おはよう !ナイスデイ｣ ご用心 !この

秋スズメバチ大屋発生か, 8月29E]放映. 出演 :

小野正人.

NHKラジオ第一放送.｢ふれあいラジオパーティー｣

夏パテ撃退 !ミツパテ ･パワー,9月 1,2日放送.

出演 :吉EEl忠EG.

日本テ レビ.｢ニュースプラス 1｣特集 ･決死の密

着 !スズメバチ退治,9月 11日放帆 出演 :小野

正人.

日本テレビ.｢The･サンデー｣ スズメバチが小学生

を袈 う,10月 5日放映.出演 :小野正人.

日本テレビ. ｢衝撃映像信ジラレナイ99連発｣ 殺人

スズメバチ ･死からの脱出法,10月 21日.出演 :

小野正人.

NHK総合テ レビ.｢ニュース 11｣スズメバチ被害,

10月 30日放映 出演 :小野正人.

日本テレビ.｢スーパーテ レビ情報最前線｣緊急特

集 !スズメバチの大襲撃, 11月3日放映. 出演 .

小野正人.

新聞掲載

北海道新聞 ･1月27臥 欧州バチが道内で繁殖,玉

川大グループ調査.掲載 :小野正人.

東京新聞 ･3月21日.ハウス栽培の授粉用に輸入,

セイヨウオオマルハナバチで大論争.掲載 :小野

正人.

北海道新聞 ･3月28日.道内で繁殖 欧州バチ在来

種との雑種誕生.掲載 :小野正人.

日本経済新聞 ･4月20日.生態系乱す?輸入昆虫.

掲載 :小野正人.

日経産業新聞 ･5月5日.授粉バチなどの農業用昆

虫,在来種利用-技術開発相次 ぐ.掲載 :小野正人.

朝日新聞 ･5月 11EJ.スズメバチ大量発生予想 ｢都

会生活｣にも適応.掲載 :小野正人.

北海道新聞 ･6月4日.欧州バチ 在来種駆逐の恐

れ 受粉用に輸入 道内で繁殖.掲載 :小野正人.

毎日新聞 ･7月22日 (PRのページ).ローヤルゼリ

一人気の秘密は?.掲載 :松香光夫.

朝日新聞 ･7月28日 (広告特集).ローヤルゼリーと

プロポリス.掲載 :松番光夫.

東京新聞 ･8月 15日.新宿区の公園に ミツバチの

巣. 掲載 :吉田忠鳳

日本経済新聞 ･10月 21日.スズメバチ大暴れの季

節.掲載 :小野正人.

ミツバチの切手

昨年 11月 に通常切手 と して は国内で は じめ

て ミツバチの切手 が発行 された. 20円切手 で,

絵柄 は レンゲの花上 のニホ ンミツバ チとな って

いる.

海外研究者の来訪

国際社会性昆虫学会 2002年大会 の本邦開催

候補地 が札幌市 (北大) に決 ま り,本格 的な誘

致活動 が は じめ られ た. これ に関 して昨年 11

月 には ミツバチの巣仲 間認識 の研究 などで著名

な,学 会 事 務 局 長 の M.Breed博 士 (ア メ リ

カ ･コロラ ド大)が来 日,玉川大学 に も立 ち寄

られた.

図 1 佐々木教授 と 観察巣箱をみる Breed博士

1月 13日 (火)に,来 日中の MJ.Douchat-

eau博士 (オ ランダ ･ユ トレヒ ト大学) を招 い

て, マル- ナバチ研究 に関 しての特別 セ ミナー

が玉川大学農学部 で開催 された.

図2 ミツパテ科学研究会にも参加いただいた

編集後記

ローヤルゼ リー特集へは,全国 ローヤルゼ リ

ー公正取引協議会のご理解をいただいて,昨年

の同協議会社団法人設立 10周年記念式典での

講演者から記事を集めることができた.

切手は図柄をお見せ したかったが白黒ではと

思いあきらめた.通常切手なので郵便局で実物

を入手 してどんどん使って欲 しい. (純)


